
平成26年10月１日から

育児休業期間中に就業した場合の
育児休業給付⾦の取扱いが変わります

これまでの育児休業給付⾦制度では、支給単位期間※中に11日以上就業した場合
は、その⽀給単位期間について給付⾦は⽀給されませんでした。
平成26年10⽉１⽇以降の最初の⽀給単位期間からは、支給単位期間中に10日を
超える就業をした場合でも、就業していると認められる時間が80時間以下のときは、
育児休業給付を支給します。

※ 支給単位期間とは育児休業を開始した日から起算した１カ月ごとの期間をいいます。

（育児休業終了⽇を含む場合は、その育児休業終了⽇までの期間）

育児休業を取得している方・育児休業給付⾦の申請⼿続を⾏う事業主の⽅へ

［支給単位期間の支給額］

休業開始時賃⾦⽇額 × 支給日数 × 50％
（平成26年4月1⽇以降に開始した育児休業については、育児休業開始後180日目までは67％）

ただし、各⽀給単位期間に⽀払われた賃⾦と［休業開始時賃⾦日額×支給日数］の合計額が休業開始前の

賃⾦の80％を超える場合は⽀給額が減額され、賃⾦だけで［休業開始時賃⾦⽇額×支給日数］の80％以上

となる場合は支給されません。
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育児休業期間中の就業の取扱いの変更に伴い、平成26年10月１日から「育児休業給付受給資格
確認票・（初回）育児休業給付⾦⽀給申請書」と「育児休業給付⾦⽀給申請書」の様式が変わり

ます。
就業日数が10日を超える場合は就業時間の確認が必要になりますので、支給申請書の他に、

タイムカード、賃⾦台帳、就業規則など就業時間や休憩時間が分かる書類を提出してください。
これらの取扱いは、平成26年10月１日以降の最初の⽀給単位期間から適用となり、９月30日
以前に開始した支給単位期間の取扱いについては、従来通りです。

育児休業給付の支給申請書の様式が変わります

となる場合は支給されません。

（例）育児休業
開 始 日

施⾏日
10/１９/１８/１ 11/１ 12/１

旧取扱 ① 旧 ② 旧 ③ 新 ① 新 ②

支給単位
期 間

[１カ月間]

新①の期間から、就業日数が10日を超える場合はタイムカード
などによる就業時間の確認が必要になります。

＜支給単位期間と取扱いの変更＞



◆各支給単位期間中に
就業していると認められる日
の日数を記入します。
［全日休業している日(日曜日
や祝日など会社の休日となって
いる日) 以外の日］

◆ハローワークで手続きする際
は、就業日数の証明のためにタ
イムカードなど就業した日数が
分かる書類を添付してください。

◆各支給単位期間中の
就業日数が10日を超える場合
に記入します。（10日を超え
ない場合は記⼊不要）

◆ハローワークで手続する際、
この欄が記入されている場合は、
就業時間の証明のためにタイム
カードなど就業した日数が分か
る書類を添付してください。

＜新様式 ＞

平成26年10月1日からの取扱い変更に伴い、
「育児休業給付受給資格確認票・（初回）育児休業給付⾦支給申請書」と「育児休業給付⾦⽀給申請書」
の様式が変わります。ここでは、「育児休業給付⾦⽀給申請書」の記載方法について紹介します。

＜変更点＞

※平成26年９⽉30日以前の支給単位期間についても、新様式での申請が可能です。
この場合は、新様式にあわせて就業日数を記入することになりますのでご注意ください。

＜旧様式＞
◆各支給単位期間中に
全日にわたって休業した日の
日数を記入します。
（日曜日や祝日など、会社の
休日となっている日も含む）

◆ハローワークで手続きする際は、
休業日数の証明のために出勤簿
など就業した日数がわかる書類
を申請書に添付してください。


